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藤
原
定
家
の
漢
字
使
用
に
つ
い
て
―
伊
達
家
旧
蔵
本
『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
一
を
中
心
に
― 

  

宮 

﨑

若 

菜

 
  

一

研
究
の
目
的

藤
原
定
家
の
仮
名
遣
、
あ
る
い
は
仮
名
文
字
遣
の
実
態
と
そ
の
用
法
を
明
ら
か

に
し
よ
う
と
す
る
研
究
は
数
多
く
存
在
す
る
。

（

１

）

近
年
は
仮
名
の
用
法
だ
け
で
な
く
、
漢
字
の
用
法

（

２

）

に
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
清
水
義
秋
氏
（
一
九
七
三
）
は
定
家
が
『
土
左
日
記
』
を
書
写
す
る
際

の
「
漢
字
の
充
当
」
に
着
目
し
、
和
歌
と
地
の
文
と
で
そ
の
充
当
意
識
に
差
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

他
に
漢
字
使
用
率
か
ら
定
家
の
漢
字
使
用
の
様
相
を
捉
え
よ
う
と
し
た
研
究

と
し
て
は
、
村
田
正
英
氏
（
二
〇
〇
六
）
の
研
究
に
注
目
し
た
い
。
村
田
氏
は
漢

字
と
そ
の
字
訓
と
の
対
応
関
係
を
調
査
し
、
定
家
の
「
頻
用
の
漢
字
」
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。

し
か
し
、
村
田
氏
の
研
究
で
は
調
査
の
対
象
が
和
歌
に
の
み
使
用
さ
れ
る
漢
字

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
定
家
の
漢
字
使
用
を
体
系
的
に
明
ら
か
に
す
る
に
は
至
っ

て
い
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
の
筆
者
は
定
家
の
漢
字
使
用
に
つ
い
て
体
系
的
に
明
ら
か
に
す
る

た
め
、
複
数
の
定
家
自
筆
写
本
の
和
歌
と
地
の
文
（
詞
書
、
和
歌
の
作
者
を
含
む
）

を
対
象
と
し
て
、
漢
字
使
用
率
の
観
点
か
ら
定
家
の
漢
字
使
用
に
つ
い
て
分
析
を

行
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
伊
達
家
旧
蔵
本
『
古
今
和
歌
集
』
を
対
象
と
し
た
調
査
、
分
析
を

試
み
た
い
。
す
な
わ
ち
、
本
稿
は
伊
達
家
旧
蔵
本
『
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
定

家
の
漢
字
使
用
率
を
調
査
し
、
定
家
の
「
常
用
的
漢
字
」
と
「
通
用
的
漢
字
」
を

明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
地
の
文
と
の
比
較
に
お
い
て
特
徴
的
で
あ
っ
た
和
歌
で

の
漢
字
使
用
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 

二

研
究
の
方
法

ま
ず
、
伊
達
家
旧
蔵
本
『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
一
を
対
象
範
囲
と
し
、
本
文
を

単
語
に
区
切
り
、
品
詞
、
漢
字
か
仮
名
か
、
詞
書
か
和
歌
か
な
ど
の
観
点
か
ら
本

文
の
デ
ー
タ
入
力
・
解
析
を
行
い
（
次
頁
の
表
１
参
照
）
、
漢
字
使
用
率
を
調
査
す

る
。

（

３

）

な
お
、
地
の
文
の
漢
字
の
読
み
が
判
然
と
し
な
い
場
合
は
『
新
編
日
本
古
典

文
学
全
集

古
今
和
歌
集
』（
小
学
館
、
二
〇
一
五
）
を
参
照
し
、
漢
字
の
読
み

を
同
定
す
る
。

次
に
、
伊
達
家
旧
蔵
本
『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
一
に
お
け
る
漢
字
使
用
率
と
「
常

用
的
漢
字
」「
通
用
的
漢
字
」
を
明
ら
か
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
和
歌
と
地
の
文
（
詞

書
と
作
者
）
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
定
家
の
漢
字
使
用
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。

先
行
研
究
で
は
「
常
用
の
漢
字
」
や
「
頻
用
の
漢
字
」

（

４

）

な
ど
の
用
語
が
用
い
ら

れ
て
お
り
、
定
家
の
使
用
漢
字
に
対
す
る
統
一
的
な
名
称
は
定
ま
っ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
定
家
の
漢
字
を
便
宜
的
に
「
常
用
的
漢
字
」
と
「
通

用
的
漢
字
」
と
に
区
別
し
て
考
え
る
。
本
稿
で
は
同
一
の
語
に
複
数
の
漢
字
を
使
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用
し
た
例
は
な
い
た
め
、
「
常
用
的
漢
字
」
「
通
用
的
漢
字
」
は
以
下
の
よ
う
に
定

義
す
る
。

・
「
常
用
的
漢
字
」
：
用
例
が
複
数
あ
り
、
漢
字
使
用
率
が
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以

上
で
あ
る
語
に
使
用
さ
れ
る
漢
字
。

・
「
通
用
的
漢
字
」
：
漢
字
使
用
率
が
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
漢
字
と
仮
名
を

併
用
す
る
語
に
使
用
さ
れ
る
漢
字
。

表
１

伊
達
家
旧
蔵
本
『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
一
解
析
表
冒
頭

巻 所在
書字形
(＝表層
形)

字母・
字体

原形 字種
行頭／
行末／
改行

和歌／
詞書／
作者

形態素
・品詞

漢字
注
記

巻第一 ふるとし
布ると
し

旧年 仮名 詞書 名詞

巻第一 に に 仮名 詞書
助詞-
格助詞

巻第一 春 春 漢字 詞書 名詞 春

巻第一 たち 立つ 仮名 詞書 動詞

巻第一 ける けり 仮名 詞書 助動詞

巻第一 日 日 漢字 詞書 名詞 日

巻第一 よめ 詠む 仮名 詞書 動詞

巻第一 る り 仮名 詞書 助動詞

巻第一 在原元方
在原
元方

漢字 作者 名詞
在原
元方

巻第一 とし 年 仮名 行頭 和歌 名詞

巻第一 の の 仮名 和歌
助詞-
格助詞

巻第一 うち 内 仮名 和歌 名詞

巻第一 に に 仮名 和歌
助詞-
格助詞

巻第一 春 春 漢字 和歌 名詞 春

 

三

対
象
資
料
に
つ
い
て

『
古
今
和
歌
集
』
は
、
定
家
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
幾
度
も
書
写
し
た
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
伊
達
家
旧
蔵
本
『
古
今
和
歌
集
』
は
定
家
自
筆
の

『
古
今
和
歌
集
』
の
写
本
の
中
で
、
現
存
す
る
唯
一
の
完
本
で
あ
る
。

（

５

）

そ
の
た
め
、

本
文
全
体
を
通
し
て
の
調
査
が
可
能
で
あ
る
。

以
上
の
理
由
か
ら
、
伊
達
家
旧
蔵
本
『
古
今
和
歌
集
』
を
対
象
資
料
と
す
る
。

本
文
は
、
久
曽
神
昇
編
『
笠
間
文
庫
影
印
シ
リ
ー
ズ
２

伊
達
本
古
今
和
歌
集

藤

原
定
家
筆
』
（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
八
）
に
よ
っ
た
。

 

四

伊
達
家
旧
蔵
本
『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
一
の
漢
字
使
用
の
実
態 

１

品
詞
ご
と
の
異
な
り
語
数

巻
第
一
の
本
文
を
全
体
的
に
見
て
み
る
と
、
異
な
り
語
数
は
四
二
二
で
あ
り
、

そ
の
う
ち
、
漢
字
の
み
使
用
す
る
語
が
八
四
語
、
漢
字
と
仮
名
を
併
用
す
る
語
が

三
〇
語
、
仮
名
の
み
使
用
す
る
語
は
三
〇
八
語
で
あ
っ
た
。
品
詞
ご
と
に
漢
字
使

用
率
が
異
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
ま
ず
、
品
詞
ご
と
の
異
な
り
語
数
を

調
べ
た
。

（

６

）

そ
の
結
果
を
表
２
と
し
て
次
頁
に
示
す
。
以
下
、
本
稿
で
は
原
形
（
辞

書
の
見
出
し
）
を
山
括
弧
で
示
し
、
実
際
の
本
文
に
見
ら
れ
た
書
字
形
・
漢
字
は

鉤
括
弧
で
示
す
。

表
２
よ
り
、
異
な
り
語
数
が
最
も
多
い
の
は
名
詞
で
あ
り
、
次
に
多
い
の
が
動

詞
で
あ
る
と
わ
か
る
。
ま
た
、
漢
字
の
み
使
用
す
る
語
の
数
も
名
詞
が
最
も
多
い
。

名
詞
は
名
詞
全
体
の
語
数
を
勘
案
し
て
も
、
他
の
品
詞
と
比
べ
て
漢
字
を
使
用
す

る
語
が
多
い
。
つ
ま
り
、
漢
字
の
使
用
は
名
詞
に
偏
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
名
詞
の
中
で
最
も
用
例
数
の
多
い
〈
花
〉（
四
〇
例
）
は
、
漢
字
使
用
率

が
九
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
の
に
対
し
、
動
詞
の
中
で
最
も
用
例
数
の
多
い
〈
詠

む
〉（
三
一
例
）
は
、
決
し
て
漢
字
を
使
用
す
る
こ
と
は
な
く
、
全
て
仮
名
を
使
用
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し
て
い
る
。
和
歌
集
で
あ
る
た
め
、〈
詠
む
〉
は
全
巻
を
通
し
て
多
用
さ
れ
る
と
考

え
ら
れ
る
動
詞
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
巻
第
一
で
は
、
徹
底
し
て
仮
名
を
使

用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
漢
字
を
使
用
す
る
語
と
、

漢
字
を
一
切
使
用
し
な
い
語
に
何
ら
か
の
使
い
分
け
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。

２

漢
字
使
用
率
か
ら
見
た
「
常
用
的
漢
字
」
と
「
通
用
的
漢
字
」

次
に
、
漢
字
の
み
使
用
す
る
語
（
八
四
語
）
と
、
漢
字
と
仮
名
を
併
用
す
る
語

（
三
〇
語
）
の
計
一
一
四
語
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

漢
字
の
み
使
用
す
る
語
（
本
稿
末
尾
資
料
表
３
参

（

７

）

照
）
の
う
ち
、
用
例
が
複
数

あ
る
の
は
表
３
の
通
し
番
号

か
ら

ま
で
の
二
八
語
で
あ
る
。
こ
の
二
八
語
に

使
用
さ
れ
る
漢
字
は
、
ひ
と
ま
ず
「
常
用
的
漢
字
」
で
あ
る
と
い
え
る
。

た
だ
し
、
「
混
」
と
し
て
計
上
し
た
用
例
に
は
仮
名
も
含
ま
れ
る
た
め
、
注
意

が
必
要
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

〈
題
知
ら
ず
〉「
題
し
ら
す
」
一
二
例
、

〈
詠

人
知
ら
ず
〉「
よ
み
人
し
ら
す
」
一
二
例
、

〈
桜
花
〉「
さ
く
ら
花
」
六
例
、

〈
素
性
法
師
〉「
そ
せ
い
法
し
」
一
例
、

〈
暗
部
山
〉「
く
ら
ふ
山
」
二
例
、

〈
都
〉
「
宮
こ
」
二
例
、

〈
二
条
后
〉
「
二
条
の
き
さ
い
」
二
例
、

〈
山
里
〉

「
山
さ
と
」
二
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、「
常
用
的
漢
字
」
は
「
人
」「
見
」「
題
」「
花
」「
時
」「
山
」

「
水
」「
我
」「
家
」「
伊
勢
」「
日
」「
法
」「
柳
」「
衣
」「
心
」「
思
」
な
ど
が
そ
れ

に
あ
た
る
。

こ
れ
ら
の
「
常
用
的
漢
字
」
の
ほ
ぼ
全
て
が
名
詞
で
あ
る
中
で
、
動
詞
〈
見
る
〉

〈
見
ゆ
〉〈
思
ふ
〉
に
常
に
漢
字
を
使
用
す
る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
前

項
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
動
詞
の
中
で
最
も
用
例
数
の
多
い
語
は
〈
詠
む
〉
で
あ

る
。
し
か
し
、〈
詠
む
〉
に
は
一
切
漢
字
を
使
用
せ
ず
、〈
見
る
〉〈
思
ふ
〉
な
ど
に

漢
字
を
使
用
し
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
、
筆
者
は
明
確
な
答
え
を
持
っ
て
い
な
い
。

こ
こ
で
は
、〈
詠
む
〉
が
地
の
文
（
詞
書
）
で
使
用
さ
れ
、
か
つ
、
ほ
ぼ
全
て
の
用

例
が
「
よ
め
る
」
と
い
う
語
形
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
〈
見
る
〉
〈
思
ふ
〉
な
ど

が
数
多
く
の
複
合
語
を
形
成
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
複
合
語
を
含
め
る
と
〈
詠
む
〉

よ
り
使
用
頻
度
が
高
い
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

漢
字
と
仮
名
を
併
用
す
る
語
（
本
稿
末
尾
資
料
表
４
参
照
）
の
う
ち
、
用
例
が

複
数
あ
り
全
体
の
漢
字
使
用
率
が
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
の
は
、
表
４
の
通

し
番
号

か
ら

ま
で
の
四
語
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
花
」
「
雪
」
「
年
」
「
梅
」

が
「
常
用
的
漢
字
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
表
４
の
通
し
番
号

か
ら

ま
で
の
二
六
語
に
使
用
さ
れ
る
漢
字
は
、
ほ
ぼ
「
通
用
的
漢
字
」
で
あ
る
と
い

計
そ
の
他

形
容
詞

助
詞

助
動
詞

動
詞

名
詞

表
２

品
詞
ご
と
の
異
な
り
語
数

漢
字
の
み

漢
字
仮
名
併
用

仮
名
の
み

計
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え
る
。

（

８

）

 
五

和
歌
に
お
け
る
漢
字
使
用 

表
４
の
和
歌
と
地
の
文
（
作
者
・
詞
書
）
に
お
け
る
漢
字
使
用
率
に
着
目
す
る

と
、
和
歌
で
は
漢
字
使
用
率
が
著
し
く
高
い
の
に
対
し
、
地
の
文
で
は
低
い
語
が

あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
具
体
的
に
は
、
表
４
の

〈
春
〉
「
春
」
、

〈
夜−

ヨ
〉

「
夜
」
の
二
語
で
あ
る
。
特
に
、〈
春
〉
は
全
体
の
用
例
数
が
多
く
、
そ
の
傾
向
が

顕
著
に
見
ら
れ
る
。
〈
春
〉
三
二
例
の
表
記
の
内
訳
を
表
５
と
し
て
次
に
示
す
。

（

９

）

漢
字
「
春
」
は
行
頭
・
行
頭
以
外
に
関
わ
ら
ず
、
和
歌
に
多
く
使
用
さ
れ
る
。

そ
れ
に
対
し
、
仮
名
「
者
る
」
は
行
頭
で
の
使
用
割
合
が
高
く
、
特
に
、
地
の
文

（
詞
書
）
に
用
例
が
多
い
。
す
な
わ
ち
、
和
歌
に
は
主
に
漢
字
「
春
」
を
使
用
し
、

詞
書
の
、
特
に
行
頭
に
〈
春
〉
が
来
る
場
合
に
は
仮
名
「
者
る
」
を
使
用
す
る
傾

向
が
あ
る
と
い
え
る
。
同
様
の
傾
向
を
示
す
語
に
、
表
４
の

〈
梅
〉
「
梅
」
が

あ
る
。〈
梅
〉
は
、
地
の
文
（
詞
書
）
の
仮
名
「
う
め
」
三
例
が
全
て
行
頭
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
要
因
と
し
て
、
行
頭
に
お
い
て
は
語
境
界
が
は

っ
き
り
し
て
い
る
た
め
、
漢
字
を
使
用
せ
ず
と
も
語
認
定
が
容
易
で
あ
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
表
４
の
上
部
に
来
る
語
は
、『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
一
、
つ

ま
り
「
春
哥
上
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
（
春
歌
を
表
す
代
表
的
な
語
）
で
あ
る
こ
と
も
、

漢
字
を
使
用
し
た
要
因
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
る
。

逆
に
、
和
歌
で
は
仮
名
が
使
用
さ
れ
る
の
に
対
し
、
地
の
文
で
は
漢
字
が
使
用

さ
れ
る
語
が
あ
る
。
そ
れ
が
表
４
の

〈
山
桜
〉
「
山
」
、

〈
帰
る
〉
「
帰
」
の

二
語
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ど
ち
ら
も
現
段
階
で
は
用
例
数
が
少
な
い
た
め
、
さ
ら

に
用
例
を
集
め
て
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
定
家
は
和
歌
と
地
の
文
と
で
漢
字
と
仮
名
を
使
い
分
け
て

い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

六

成
果
と
今
後
の
課
題 

本
稿
に
お
い
て
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
は
、
以
下
の
五
つ
で
あ
る
。 

⑴
漢
字
を
使
用
す
る
語
と
漢
字
を
一
切
使
用
し
な
い
語
（
仮
名
の
み
を
使
用

す
る
語
）
と
が
存
在
す
る
こ
と
。 

⑵
定
家
の
「
常
用
的
漢
字
」
は
「
人
」「
見
」「
題
」「
花
」「
時
」「
山
」「
水
」

「
我
」「
家
」「
伊
勢
」「
日
」「
法
」「
柳
」「
衣
」「
心
」「
山
」「
宮
」「
今
」

「
二
」
「
条
」
「
松
」
「
風
」
「
君
」
「
思
」
「
山
」
「
花
」
「
雪
」
「
年
」
「
梅
」

な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
こ
と
。 

⑶
定
家
の
「
常
用
的
漢
字
」
は
ほ
ぼ
全
て
が
名
詞
で
あ
る
こ
と
。 

⑷
動
詞
で
最
も
用
例
数
の
多
い
〈
詠
む
〉
に
は
漢
字
を
使
用
せ
ず
、
〈
見
る
〉

〈
見
ゆ
〉
〈
思
ふ
〉
に
漢
字
を
使
用
す
る
こ
と
。 

仮
名

漢
字

表
５

〈
春
〉
の
表
記
の
内
訳
と
そ
の
位
置

八
る

者
る

春

和
歌

行
頭

地
の
文

）
和
歌 行

頭
以
外地

の
文

計
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⑸
定
家
は
和
歌
と
地
の
文
と
で
漢
字
と
仮
名
を
使
い
分
け
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
。

⑴
⑵
⑶
に
つ
い
て
、
定
家
が
『
古
今
和
歌
集
』
を
は
じ
め
と
す
る
仮
名
文
を
書

写
す
る
際
に
使
用
し
た
漢
字
や
そ
の
用
法
が
、
当
時
、
一
般
的
な
も
の
で
あ
っ
た

か
ど
う
か
は
、
今
後
さ
ら
に
検
討
を
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

⑷
の
要
因
と
し
て
は
、
以
下
の
二
点
が
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
た
。
一
点
め
は
、〈
詠
む
〉
が
地
の
文
（
詞
書
）
で
使
用
さ
れ
、
か
つ
、
ほ

ぼ
全
て
の
用
例
が
「
よ
め
る
」
と
い
う
語
形
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
二
点
め
は
、

〈
見
る
〉〈
思
ふ
〉
は
数
多
く
の
複
合
語
を
形
成
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
複
合
語
を

含
め
る
と
〈
詠
む
〉
よ
り
使
用
頻
度
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。 

⑸
の
和
歌
と
地
の
文
と
で
漢
字
と
仮
名
を
使
い
分
け
た
語
と
し
て
は
、
〈
春
〉
、

〈
夜−

ヨ
〉
、
〈
山
桜
〉
、
〈
帰
る
〉
の
四
語
が
挙
げ
ら
れ
る
。
〈
春
〉
に
つ
い
て
は
、

和
歌
に
は
主
に
漢
字
「
春
」
を
使
用
し
、
地
の
文
（
詞
書
）
の
、
特
に
行
頭
に
お

い
て
仮
名
「
者
る
」
を
使
用
す
る
傾
向
が
あ
る
と
わ
か
っ
た
。
よ
り
顕
著
な
傾
向

を
示
す
語
と
し
て
〈
梅
〉
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
要
因
と
し
て
二
点
挙
げ
ら
れ
る
。
一
点
め
は
、

行
頭
に
お
い
て
は
語
境
界
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
た
め
、
漢
字
を
使
用
せ
ず
と
も

語
の
認
定
が
容
易
で
あ
る
こ
と
。
二
点
め
は
、
こ
れ
ら
の
語
が
、
『
古
今
和
歌
集
』

巻
第
一
「
春
哥
上
」
の
和
歌
を
表
す
代
表
的
な
語
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。 

一
点
め
に
つ
い
て
は
、〈
都
〉「
宮
こ
」
の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
「
宛
字
的
用
法
」

（
１
０
）

が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
定
家
は
漢
字
の
使
用
に
際
し
て
は
、
そ
の
漢
字
の
字

義
の
み
な
ら
ず
、
読
み
や
す
さ
（
語
認
定
の
し
や
す
さ
）
に
重
点
を
置
い
て
い
た

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
特
に
、
和
歌
に
お
い
て
そ
の
漢
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
鑑
み
る
と
、
清
水
氏
（
一
九
七
三
）
の
論
の
「
歌
に
お
け
る
漢
字
表
記
に
は
、

歌
人
・
歌
学
者
と
し
て
、
む
し
ろ
積
極
的
に
達
意
を
図
ら
う
と
す
る
用
字
意
識
が

あ
っ
た
や
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
家
学
・
道
統
の
た
め
に
明
快
な
テ
キ
ス
ト
を
作
製

し
よ
う
と
い
ふ
教
学
的
意
図
に
発
す
る
も
の
で
あ
ら
う
」（
一
五
頁
）
と
い
う
点
は

首
肯
で
き
る
。

二
点
め
に
つ
い
て
は
、
「
達
意
を
図
ら
う
と
す
る
用
字
意
識
」
に
加
え
て
、
二

つ
の
ね
ら
い
が
関
係
し
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
一
つ
め
は
、『
古

今
和
歌
集
』
の
和
歌
を
書
写
す
る
際
の
大
枠
の
方
針
と
し
て
、
一
行
に
収
め
よ
う

と
す
る
ね
ら
い
で
あ
る
。
二
つ
め
は
、
語
認
定
を
容
易
に
し
、
定
家
自
ら
の
和
歌

の
解
釈
を
誤
解
の
な
い
よ
う
に
伝
え
よ
う
と
す
る
ね
ら
い
で
あ
る
。
表
語
・
表
意

機
能
を
持
つ
漢
字
を
、
和
歌
の
中
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
語
に
用
い
る
こ
と
は
、

こ
れ
ら
の
ね
ら
い
を
達
成
す
る
こ
と
に
有
効
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。 

村
田
氏
（
二
〇
〇
六
）
は
、
定
家
が
和
歌
に
漢
字
を
使
用
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

「
文
中
に
頻
出
す
る
語
は
、
労
力
・
時
間
の
節
約
や
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
利
用
の
必

要
性
か
ら
、
漢
字
で
書
か
れ
る
可
能
性
が
高
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
」

（
二
〇
三
頁
）
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
伊
達
家
旧
蔵
本
『
古
今
和
歌
集
』
の
和

歌
は
、
必
ず
し
も
一
行
に
収
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ス
ペ
ー
ス
が
足
り
ず

に
折
り
返
し
て
書
写
し
て
い
る
箇
所
が
い
く
つ
も
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
も
し
ス

ペ
ー
ス
を
有
効
利
用
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
漢
字
を
用
い
れ
ば
良
か

っ
た
は
ず
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
定
家
が
追
究
し
た
の
は
、
「
労
力
・
時
間
の
節
約
や
ス
ペ

ー
ス
の
有
効
利
用
の
必
要
性
」
ば
か
り
で
は
な
く
、
自
ら
の
和
歌
の
解
釈
を
読
み

手
に
正
確
に
伝
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

今
後
は
さ
ら
に
調
査
範
囲
を
広
げ
、〈
山
桜
〉
や
〈
帰
る
〉
な
ど
、
用
例
が
少
な

か
っ
た
語
に
つ
い
て
も
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。 

ま
た
、
定
家
が
ど
の
よ
う
な
場
合
に
漢
字
を
使
用
し
た
の
か
と
い
う
点
や
、
和

歌
に
お
け
る
漢
字
使
用
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
他
者
筆
写
本
（
雅
経
本
『
崇
徳
天

皇
御
本
古
今
和
歌
集
』
な
ど
）
と
の
本
文
比
較
な
ど
を
通
し
て
さ
ら
に
考
察
し
て

い
き
た
い
。 
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注（
１
）
石
坂
正
蔵
「
定
家
の
区
別
し
た
仮
名
に
つ
い
て
」（
『
国
語
学
』
巻
四
六
、
六
九
頁
～

七
六
頁
、
一
九
六
一
年
）
、
植
喜
代
子
「
藤
原
定
家
の
変
体
仮
名
の
用
法
に
つ
い
て
」

（
『
国
文
学
攷
』
第
八
二
号
、
一
九
七
九
年
）
、
大
野
晋
『
仮
名
遣
と
上
代
語
』
（
岩

波
書
店
、
一
九
八
二
年
）
、
福
島
直
恭
「
定
家
仮
名
遣
の
社
会
的
意
義
」（
『
国
語
学
』

巻
一
六
六
、
一
頁
～
一
二
頁
、
一
九
九
一
年
）
、
奥
野
陽
子
「
藤
原
定
家
の
用
字
法

―
自
筆
本
拾
遺
愚
草
に
お
け
る
仮
名
の
異
な
る
掛
詞
を
中
心
に
―
」
（
『
国
語
国
文
』

第
六
八
巻
、
第
八
号
、
四
〇
頁
～
五
六
頁
、
一
九
九
九
年
）
、
迫
野
虔
徳
『
方
言
史

と
日
本
語
史
』（
清
文
堂
、
二
〇
一
二
年
）
、
矢
田
勉
『
国
語
文
字
・
表
記
史
の
研
究
』

（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二
年
）
、
佐
々
木
勇
「
御
物
本
『
更
級
日
記
』
の
仮
名
字
体

に
つ
い
て
」（
『
論
叢
国
語
教
育
学
』
９
巻
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
、
多
数
。
右
は
発

表
年
順
に
示
し
て
い
る
。

（
２
）
楢
田
良
照
氏
（
一
九
八
八
年
）
は
、
定
家
が
「
ど
の
よ
う
な
漢
字
（
字
種
）
を
、
ど

の
よ
う
に
用
い
る
か
（
用
法
）
と
い
う
こ
と
」
を
定
家
の
「
漢
字
遣
い
」
と
呼
び
、

定
家
の
漢
字
使
用
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

（
３
）
解
析
項
目
は
左
か
ら
「
所
在
」
「
書
字
形
（
＝
表
層
形
）
」
「
字
母
・
字
体
」
「
原
形
」

「
字
種
」「
行
頭
／
行
末
／
改
行
」「
和
歌
／
詞
書
／
作
者
」「
形
態
素
・
品
詞
」「
漢

字
」「
注
記
」
で
あ
る
。「
字
母
・
字
体
」
は
本
研
究
の
目
的
に
直
接
に
関
係
す
る
も

の
で
は
な
い
た
め
、
現
在
は
特
徴
的
な
文
字
遣
の
語
の
み
入
力
し
て
い
る
。「
所
在
」

は
歌
番
号

頁
数

を
表
し
て
い
る
。
頁
数
は
久
曽
神
昇
編
『
笠
間
文
庫
影
印
シ
リ
ー

ズ
２

伊
達
本
古
今
和
歌
集

藤
原
定
家
筆
』
（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）
に
よ

っ
た
。
語
の
区
切
り
は
原
則
と
し
て
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
（
第
二
版
）
の
見
出
し

語
で
あ
る
か
ど
う
か
を
基
準
と
し
た
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
）
に
見
出
し

語
の
な
い
も
の
や
、
単
語
の
成
り
立
ち
に
諸
説
あ
る
語
な
ど
に
つ
い
て
は
、
形
態
素

解
析
ソ
フ
ト
「

茶
ま
め
」
と
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

古
今
和
歌
集
』

（
小
学
館
、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
し
て
語
認
定
を
し
、
解
析
を
行
っ
た
。
な
お
、

〈
足
引
の
〉
や
〈
石
走
る
〉
な
ど
の
枕
詞
は
こ
れ
以
上
語
を
分
割
す
る
こ
と
な
く
、

枕
詞
で
一
語
と
し
た
。

（
４
）
村
田
氏
（
二
〇
〇
六
年
）
は
同
論
文
中
に
ど
ち
ら
の
語
も
使
用
し
て
い
る
。

（
５
）
名
称
は
長
く
伊
達
家
が
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。

（
６
）
語
の
一
部
の
み
に
漢
字
を
使
用
す
る
例
（
例
え
ば
「
見
る
」
「
さ
く
ら
花
」
な
ど
）

も
、
漢
字
を
使
用
し
て
い
る
も
の
と
判
断
し
た
。
な
お
、
行
と
行
の
間
な
ど
に
見
ら

れ
る
注
釈
的
書
き
入
れ
は
調
査
の
対
象
と
し
な
か
っ
た
。

（
７
）「
作
者
」
は
和
歌
の
作
者
（
〈
詠
人
知
ら
ず
〉
を
含
む
）
、「
詞
書
」
は
原
則
と
し
て
和

歌
の
前
文
（
場
合
に
よ
っ
て
は
和
歌
の
後
の
文
も
含
む
）
を
指
す
。
ま
た
、
「
混
」

と
は
、
「
よ
み
人
し
ら
す
」
の
よ
う
に
複
数
の
要
素
で
成
り
立
つ
語
の
場
合
に
、
漢

字
と
仮
名
を
混
用
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
も
の
を
指
す
。
漢
字
使
用
率
は
、
「
漢

字
」
と
「
混
」
を
合
わ
せ
た
用
例
数
を
用
い
て
算
出
し
て
い
る
。
本
文
中
の
「
御
」

の
読
み
方
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

古
今
和
歌
集
』
（
小
学
館
、
二
〇
一

五
年
）
に
よ
っ
た
。

（
８
）
ほ
ぼ
、
と
し
た
の
は
表
４
の
通
し
番
号

〈
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
〉
で
は
、
キ
サ

イ
〈
后
〉
に
漢
字
を
使
用
す
る
例
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
〈
寛
平
御
時
后
宮
歌

合
〉
の
四
例
の
内
訳
は
「
寛
平
御
時
き
さ
い
の
宮
の
哥
合
」
が
三
例
、
「
寛
平
御
時

き
さ
い
の
宮
の
う
た
あ
は
せ
」
が
一
例
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ニ
ジ
ョ
ウ
ノ
キ

サ
キ
〈
二
条
后
〉
で
も
キ
サ
キ
〈
后
〉
は
必
ず
仮
名
を
使
用
し
、
「
き
さ
き
」
と
表

記
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、〈
詠
む
〉
と
同
様
に
、〈
后
〉
も
漢
字
「
后
」
を
使

用
し
な
い
、
何
ら
か
の
要
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
９
）
ハ
の
音
節
に
あ
た
る
仮
名
字
体
は
現
行
の
字
体
と
異
な
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
字
母
で

あ
る
漢
字
「
者
」
「
八
」
で
示
し
て
い
る
。

（
１０
）
楢
田
氏
（
一
九
八
八
年
）
は
、
「
あ
か
月
」
「
つ
は
物
」
の
例
を
用
い
て
説
明
し
て

い
る
。
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参
考
引
用
文
献
お
よ
び
Ｕ
Ｒ
Ｌ
（
筆
者
・
作
者
五
十
音
順
）

〈
文
献
〉

・
小
笠
原
一
「
定
家
自
筆
本
三
代
集

和
語
表
記
の
漢
字
の
用
法
（
一
）−

古
今
和
歌
集
を

中
心
に
用
字
法
を
探
る−

」
（
『
都
留
文
科
大
学
研
究
紀
要
』
第

集
、
一
九
九
四
年
）

・
小
沢
正
夫
、
松
田
成
穂
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

古
今
和
歌
集
』
（
小

学
館
、
二
〇
一
五
年
）

・
久
曽
神
昇
編
『
笠
間
文
庫
影
印
シ
リ
ー
ズ
２

伊
達
本
古
今
和
歌
集

藤
原
定
家
筆
』（
笠

間
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）

・
柴
田
雅
生
「
定
家
筆
『
更
級
日
記
』
漢
字
字
体
表
」
（
『
活
水
論
文
集

日
本
文
学
科
編
』

第

集
、
一
九
九
〇
年
）

・
柴
田
雅
生
「
定
家
仮
名
資
料
の
漢
字
字
形
と
仮
名
」
（
『
活
水
日
文
』
第

号
、
一
九
九

一
年
）

・
清
水
義
秋
「
定
家
の
用
字
と
注
釈
意
識−

漢
字
の
場
合−
」（
『
相
模
工
業
大
学
紀
要
』
第
７

巻
、
第
１
号
、
一
九
七
三
年
）

・
楢
田
良
照
「
定
家
本
『
更
級
日
記
』
に
お
け
る
漢
字
の
用
法
に
つ
い
て
」（
『
佐
賀
大
国
文
』

第

号
、
一
九
八
八
年
）

・
村
田
正
英
「
藤
原
定
家
自
筆
平
仮
名
文
三
種
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字
」（
『
鎌
倉
時
代

語
研
究
』
第

巻
、
一
九
七
八
年
）

・
村
田
正
英
「
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
古
来
風
躰
抄
』
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字−

藤

原
定
家
自
筆
平
仮
名
文
と
の
比
較−

」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第

巻
、
一
九
九
五
年
）

・
村
田
正
英
「
藤
原
定
家
自
筆
『
拾
遺
愚
草
』
に
お
け
る
和
語
表
記
の
漢
字−

使
用
頻
度
に

着
目
し
て−

」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第

巻
、
二
〇
〇
〇
年
）

・
村
田
正
英
「
漢
字
使
用
率
か
ら
見
た
定
家
筆
平
仮
名
文
に
お
け
る
頻
用
の
漢
字−

『
奥
入
』

『
嘉
禄
本
古
今
和
歌
集
』『
拾
遺
愚
草
』
を
比
較
し
て−

」（
『
国
語
学
論
集

小
林
芳
規
博

士
喜
寿
記
念
』
一
七
九
頁
〜
二
〇
三
頁
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）

〈
Ｕ
Ｒ
Ｌ
〉

・
国
文
学

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
藤
原
定
家
の
著
作
と
平
安
朝
古
典
籍
の
書
写
校
勘
に
関
す

る
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

（
二
〇
一
九
年
五
月
二
八
日
最
終
閲
覧
）

・
国
立
国
語
研
究
所
「

茶
ま
め
（
安
定
版
）
」

（
二
〇
一
九
年
五
月
二
八
日
最
終
閲
覧
）

・「
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
」

（
二
〇
一
九
年
五

月
二
八
日
最
終
閲
覧
）

（
広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
二
年
）
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末
尾
資
料

表
３

漢
字
の
み
使
用
す
る
語

仮名漢字混 計 仮名 漢字混 計 仮名漢字混 計
人
見る
題知らず
詠人知らず
桜花
時
山
見ゆ
水
我
家
伊勢
日
素性法師
柳
衣-コロモ
心
月夜
暗部山
都
今
白雲
二条后
松
風
君-代名詞
思ふ
山里
御-オホン
御歌
凡河内躬恒
言直
大臣
衣手
谷風
閏月
ばかり
年旧る
哉
在原業平朝臣
在原元方

和歌 和歌の
漢字使用率

総計
通し
番号

作者 詞書 地の文の
漢字使用率
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峰
涙
山中
誰-タレ
山風
山辺
子
京
志
白雪
近院
枝-エダ
又は
侍り
見捨つ
源當純
若草
谷
花盛り
旧り行く
春宮
花瓶
亭子院歌合
春方
初花
木
業平の朝臣
波
み山
錦
白妙
物思ひ
笠
梓弓
もがな
人ま
仁和
世の中
見す
是
見遣る
源宗于朝臣
川

計
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表
４

漢
字
と
仮
名
を
併
用
す
る
語

仮名漢字混 計 仮名漢字混 計 仮名漢字混 計

花

雪

年

梅

春霞

春

袖

色

物
寛平御時后

宮歌合

み吉野

夜-ヨ

霞

内

紀友則

山桜

帰る

昔

歌

鶯

らむ

給ふ-
尊敬

事

野辺

折る

雁

あり

なり-
断定

立つ

桜

計

和歌 和歌の
漢字使用率 総計

全体の
漢字使用率

通し
番号

作者 詞書 地の文の
漢字使用率




